
京都市西京区2017年度「ふらっと・西京」第3回（2017年10月20日）開催後コメント 

今瀬政司（京都経済短期大学准教授／NPO法人市民活動情報センター代表理事） 

 

◎テーマ「学生と防災、新しい避難訓練」について 

・防災マニュアルや避難所運営マニュアルが策定されている場合でも、一般的には、自治体職員自身や

住民たち自身がその存在を殆ど知らず、知っていたとしてもきちんと読んでいないことが多いのが実

情です。学生たちが通う学校・大学においても教職員や学生たち自身、同様であり、避難訓練を行っ

ていたとしても、発災の瞬間を想定した簡易なものに留まっていることが多いと言えます。学校・大

学における防災対策や避難訓練を充実することをきっかけとして、地域全体に広げていくことは有意

義であると思います。 

 

◎テーマ「もやっと西京」について 

・ご意見によると、西京区の地区において、「市役所・区役所」と「地区自治会」と「地区住民の方々」

の間で意識や取組みのすれ違いが一部で起こっているようですが、そうした状況を改善するためには、

それぞれが出合い、話す機会を増やすことが必要不可欠なことと思います。そうした意味からも、「ふ

らっと・西京」という機会が今後も有効に活かされると良いと思います。すれ違いを少しずつでもな

くしていくことが、平常時の地域改善につながると共に、災害時の協働推進に活かされると思います。 

 

◎テーマ「学区を越えたまちづくり」について 

・学区単位のまちづくりが重要であると同時に、学区間の横のつながりを持ったまちづくりも非常に重

要なことです。住民の方々が直接的には自身に利害が発生しにくい他学区のまちの状況にも関心を持

ち、また、他学区のまちづくりと連携することを模索できると良いでしょう。そうした取組みを進め

ていく上では、市役所・区役所職員の方々が学区間のつながりの媒介役の機能を果たすように努める

ことも重要となります。 

 

◎テーマ「キャンドルナイトピクニック」について 

・前回の「ふらっと・西京」に続いて、同テーマの議論がありました。具体的で有意義な意見が様々に

出されてきていますので、小さく実験的な形でもよいですから、協力者を募ってアクションを起こし

ていくと良いでしょう。 

 

◎テーマ「ユニバーサルデザインのまちづくり、ボランティア人材の募集」について 

・前回の「ふらっと・西京」に続いて、同テーマの議論がありました。今回は、アクションを起こす上

で必要となっているボランティア人材の募集について議論がありましたが、人材の輪を広げていくた

めには、地道な呼びかけと地道な活動が欠かせません。粘り強く取組みを行っていくことを期待しま

す。 


